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電気通信大学　平成19年度シラバス

授業科目名 教育心理学

英文授業科目名 Educational Psychology

開講年度 2007年度 開講年次 １年次

開講学期 前学期 開講コース・課程 昼間・夜間主コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 教職科目-教育の基礎理論に関する科目-

開講学科・専攻

情報通信工学科
情報工学科
電子工学科
量子・物質工学科
知能機械工学科
システム工学科
人間コミュニケーション学科

担当教官名 高田　理孝

居室 非常勤講師

公開E-Mail 授業関連Webページ

takada@tsuru.ac.jp 　

【主題および達成目標】

a)主題：教育現象における心理学的側面の理解

 

b)目標：教育現象は学校内の教育のみを指すのではない。個体の精神機能の発達・変化、　　　　その際の

環境からの働きかけを含む幅広い過程である。このようなプロセスを心　　　　理学ではどのように扱っ

ているのか紹介し、人間理解に対するアプローチの一端　　　　を理解してもらう。

【前もって履修しておくべき科目】

特になし。

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

特になし。

【教科書等】

教科書：「こころのメカニズム」　高田理孝　産業図書
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【授業内容とその進め方】

a)授業内容（各回、１～２時間授業にあてます）

 

　第１回：総論

 

　第２回：行動形成のメカニズム

 

　第３回：学習の諸法則

 

　第４回：認知のメカニズム

 

　第５回：発達の理論

 

　第６回：発達の諸側面

 

　第７回：パーソナリティの理論

 

　第８回：知能の理論

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

成績評価法：期末テスト（教科書・ノート持ち込み可）。但し、両方ともコピー不可。授　　　　　　業

内容を理解し、テスト時に適切な情報を利用できるようになっているかを　　　　　　規準に、成績評価

をする。

【オフィスアワー：授業相談】

特に設けない。質問等は電子メ-ルで受け付ける。

【学生へのメッセージ】

本授業が、皆さんの心理学に対する関心を開く端緒になってくれれば幸いです。

【その他】

　


